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題名「てんとうむし」の由来

『寒桜(かんざくら)』…花言葉は“あなたに微笑む”

事務用電話 042－769－8285 相談用電話 042－752－1658

モバイル青少相

　ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。
　領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひ
ざまずこうしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そ
っと逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止ま
りました。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。
　この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しまし
た。その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫
として、古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。

「不登校対策プロジェクト２１」「不登校対策プロジェクト２１」「不登校対策プロジェクト２１」特集特集
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（2） て　ん　と　う　む　し 第20１号て　ん　と　う　む　し

　「今年の年明けは、いつにも増して穏やかな日

和だなぁ」と感じた元旦の朝。大量に配達された

新聞の中に、大きな写真の一面を見つけた。東京

タワーの上を、5機のブルーインパルスが描いた

五輪の画像だ。そこには【1964年10月10日、東京

オリンピックが開幕。国立競技場の上空に突如現

れた五輪マーク。航空自衛隊によるアクロバット

飛行を観客と世界中から集まった選手達が固唾を

のんで見守った｡】との注釈があった。

　1月21日から公開の映画『ALWAYS 三丁目の

夕日`64』ＰＲ記事だった。映画『ALWAYS　三

丁目の夕日』は2005年にヒットした映画だ。昭和

33年の東京の下町を舞台とし、夕日町三丁目に暮

らす人々の温かな交流を描く映画だった。その頃

の日本は、最低でもお隣同士が仲よく、お互いが

助け合う良き習慣があった。例えば、おみそが切

れたらお隣から借りる。子どもを預かるなどは当

たり前、そんな光景はどこにもあった。そこには

お互いの信頼と安心によって結ばれた地域社会が

存在していた。まさに、「向こう三軒両隣」そん

な言葉がぴったりの古き良き日本の姿を映し出し

た映画だったことを覚えている。

　そんな時代から半世紀以上が経ち、少子・高齢

化や国際化、ＩＴ技術の飛躍的な進展など急速な

変化、それに伴い個人の価値観も多様化するな

ど、我々を取り巻く環境は大きく変わってきた。

それと同時に日本人としての良き心が失われつつ

あり、人と人との心が通じ合う、挨拶などの意識

も薄らいでいる事実は否めない。

　そんな中、昨年3月11日に発生した東日本大震

災は、日本に未曾有の大災害をもたらした。地震

で発生した大津波、そして福島第一原子力発電所

の事故、それに伴う放射能問題等により、未だに

避難を余儀なくされ、仮設住宅や親類宅などで年

を越した被災者は30万人を超えると言う。しか

し、皮肉にも、この大災害がきっかけで、日本人

が忘れかけていた日本人の良さ、まさに人と人の

つながりを大切にする「絆」を改めて感じること

ができ、復興や困難に向けて共に手を取り合おう

とする意識が高まったと言っても過言ではない。

そこで、人と人のつながり「絆」が再認識されて

いる今、この機運を小・中学校の児童・生徒にも

広げ、子どもと大人、そして子ども同士の「絆」

をもう一度考え直してみてはどうだろうか。

　児童・生徒を取り巻く環境は決して良好とは言

えない。学校現場に目を転じてみると、不登校や

非行の課題や、種々の悩みや不安などを抱えてい

る児童・生徒も多い。この状況を改善するために

は、一人ひとりの児童・生徒が、家族・友人・担

任等、周囲の人と繋がっているかが最も重要と

なってくる。

　不登校の児童・生徒や、種々の悩みや不安を抱

えている児童・生徒の中には、学校との、あるい

は友人との「絆」が細くなり、今にも途切れそう

になっている子がいるかも知れない。全ての児

童・生徒達との「絆」を途切れさすことなく、関

わり続けることを通して、学校は児童・生徒との

「絆」をより太くし、強めていって欲しい。

　併せて家庭・地域社会でも共同体意識が更に高

まればと思う。そして、児童・生徒が暮らす学

校・家庭・地域すべてが「絆」の一文字を合い言

葉に、相模原市の全児童・生徒の健全な育成と、

明るい未来をサポートしていきたいものである。

相模原市教育委員会教育局　学校教育部長

青少年相談センター運営協議会長　小泉　和義　　



て　ん　と　う　む　し （3）第20１号

面接室：5部屋
　静かで清潔、落ち着いた雰囲気です。どの部屋に
　も可愛い小物があります｡
プレイルーム：2部屋
　箱庭や様々なゲームがあり、子どもが伸び伸び
　活動できます｡
相談指導教室
　小学校＝「すばる」中学校＝「若葉」
　小集団での学習やスポーツ、調理実習などの活動
　を通して、学校への復帰や自立をめざしています｡

※このシリーズでは、青少年相談センターの4つの
　相談室について、順次紹介していきます。

青少年相談センター４つの相談室の紹介①

どこにあるの？

どんなところ？

南相談室

相模大野駅

伊勢丹

至小田原

至横浜

至八王子
相模女子大

国
道
16
号

至
新
宿小田急線

南区役所
（合同庁舎）

神奈川県
高相合同庁舎

小田急線「相模大野駅」下車。
徒歩10分。南区役所の東側に
緑色の屋根の平屋建ての建物が
あります。それが、青少年相談
センター『南相談室』です。

どんな人がいるの？

　明るく、元気なメンバーが、みなさんの
来室をお待ちしております。一人ひとりの
気持ちに寄り添い、相談活動が行われてい
ます。

：17名
：8名
：１名
：2名　総勢28名

青少年教育カウンセラー
相談指導教室スタッフ
嘱 託 職 員
指 導 主 事

　廊下には、カウンセラーさん手作りの切り絵などが
飾られています。また、建物の南側には大きな花壇が
あり、季節ごとに様々な花が咲いて、相談室を彩って
います。

プレイルーム

面接室

すばる 若　葉

シリーズ



（4） て　ん　と　う　む　し 第20１号

「不登校対策プロジェクト２１」「不登校対策プロジェクト２１」「不登校対策プロジェクト２１」特集特集

　文部科学省の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（不登校)」によると、
本市小・中学生の不登校出現率は、平成20年度をピークとして年々減少しています。
　しかし、本市中学生の不登校出現率は全国や神奈川県と比較すると、依然として高く、学年が
上がるにつれて、その出現率が高くなっています。
　青少年相談センターの「不登校対策プロジェクト21」では、この現状を分析し、改善のための
手立てを探ってきました。

青少年相談センターの「不登校対策プロジェクト21」とは？
　長期欠席児童生徒（特に全欠）の集計と分析を綿密に行い、青少年教育カウンセラー（以下ＳＣ）
やスクールソーシャルワーカー（以下ＳＳＷ）の支援等を充実させるとともに、学校と連携して再登
校に向けた効果的な支援のあり方を探る実践的な取り組みです。



て　ん　と　う　む　し （5）第20１号

　不登校になる要因として、本人に係る問題（友人関係・学業不振・無気力・精神的要因等）や家庭
に係る問題（親子関係・家庭環境の変化等）があげられます。
　ここでは主に、学校生活に関わる環境の中で、本市の状況や他市（本市と同規模の他政令指定都
市）の取り組みをもとに、改善の方向性を紹介していきます。

相模原市では？

相模原市では？

小・中学校出張相談の充実

ＳＣ・ＳＳＷによる研修講師
不登校対応セミナーの実施　等

欠席状況等通知書による月７日以上
　　欠席の報告と全欠者へのアプローチ 

地区別学校出張相談連絡協議会にて
情報交換

○ＳＣの主要業務はコンサルテーション

○ＳＣ業務のガイドライン作成・活用

校内支援体制の確立



（6） て　ん　と　う　む　して　ん　と　う　む　し 第20１号

相模原市では？
ＳＣによる保護者、
不登校児童・生徒の継続相談

９か所の相談指導教室の設置



第20１号 て　ん　と　う　む　し （7）

　この中学校では、教育相談担当やＳＣが参加する「教育相談係会」（週１回開催）が
定例化しています。その結果、欠席が目立ち始めた生徒には、初期段階で具体的な対応
ができています。
　また、校内に配置されている人材を効果的に活用し、学級担任を中心として、生徒指
導、教育相談、支援教育学習指導補助員、ＳＣがそれぞれの立場で、それぞれの役割を
担い、不登校や登校渋りの生徒に適切な支援を行っています。

【市内Ａ中学校における不登校対応の実践例】



（8） て　ん　と　う　む　し 第20１号

「ほっとひとこま」 その55

学校の相談室では、
こんなほっとする時間が流れています

青少年教育カウンセラーさんがそっと教えてくれました

小・中・高校生や19歳以下の青少年の抱える悩み、心配事などを本人や保護者から直接電話で
お受けし、専門の相談員が一緒に考えます。（匿名での相談もお受けします。）
専用電話　042－755－2552　Eメール相談（24時間受付）yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp
受付時間　月曜日～金曜日　　午前 8：30～午後 9：00（祝日は除く）

ヤングテレホン相談

み ん な こ こ  にここに

一人で悩まず　まず相談！

　相談室では昼休みの自由来室を行っています。その時間
には学年を問わず、いろいろな生徒が相談室で自由に過ご
しています。
　中学校では、私が勤務を始めたその日から、ほとんど毎回
来室する常連さんのような生徒たちがいます。普段は明るく
友達とふざけあい、カウンセラーと雑談をして過ごしています。
そんなある日、常連さんの一人の男子生徒と校内で偶然出
会います。すると「先生、ちょいちょい。」と言って私を相談室
へ手招きします。二人で相談室に入りソファに腰を下ろすと
おもむろに「3日後に入試なんだよね。すごく自信ないんだけ
ど絶対に受かりたいんだよね。」と受験に対する思いを聴か
せてくれました。その顔つきは、いつもの明るく陽気にふる
まっている彼ではなく、自分の人生に向かい、覚悟を決めた
立派な大人の顔つきに私には見えました。
　日常の中ではなかなか気付かないほど少しずつではあり
ますが、確かに大きくなっているのだと、改めて人の成長の
力強さを感じさせてくれる出来事でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎカウンセラー）

　小学校の相談室は、昼休みは自由に来室できる時間に
なっています。ある日の相談室での出来事です。6年生の男
の子が10人くらい来室してきました。目的はトランプで遊ぶこ
とです。自分たちでトーナメント表を作り、勝ちぬき戦で順位を
争っています。楽しい雰囲気の中にも勝負の厳しさが感じら
れます。5、6年生の高学年になると、自分と周りを比べ始め
ます。自分が得意なこともみつかりますが、どうしてもかなわな
いことがあるということにも気がつき始めます。その競争の楽
しさと厳しさをトランプで表現しているのだと思います。子ども
は遊びによって様々なことを表現します。それをくみ取って、
子どもたちの成長を支えていきたいなと思いました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋカウンセラー）

　相談室にいると、休み時間にたくさんの子が遊びに来てく
れます。クラスでは真面目に勉強をしていても、休み時間は
子どもらしさがはじけます。
　楽しそうな時はお腹から声を出して笑い、落ち込んだ時は
口をへの字に結んできます。それを見ていると、子どもにとっ
て一日一日がとても大切な時間であること、そして心も体も一
生懸命使って様々なことを吸収し、伝えようとしているなと感
じます。
　子どもは言葉で語れない分、言葉以外の手段を使って大
人にメッセージを伝えて来ます。その気持ちや表現の仕方は
様々で、時に見えにくいものですが、そういったメッセージに大
人が気づくことで、子どもは安心して成長していくように思い
ます。
　今日も子ども達がどんなメッセージを伝えてくれるかを楽し
みにしながら、そして、そこから見える成長に心弾ませながら
学校に向かおうと思います。  　　　　   （Ｔカウンセラー）

　相談指導教室で働く私の「ほっとする時間」は、生徒たち
が同世代の生徒と関わる怖さを乗り越えて、一歩を踏み出
した後に、良い結果が返って来て嬉しそうに笑う時です。
　ある日、他人の言動を観察する注意力を養うために、
「ターゲットのお友達を観察する活動」がありました。生徒たち
は様々なゲームを通して、自分の好き嫌い、思い、感情などを
表すとともに、ターゲットのお友達の情報を入手していました。
ゲームが終わり、振り返りシートに入手した情報を書きとめ、
発表が始まりました。発表を聞いていた生徒たちは全員嬉し
そうに笑っていました。
　自分のことを別の生徒が聞いてくれて、記憶してくれて、
誰かに知ってもらうという心地よい体験をしていたのです。そ
の笑顔を見て、私も自然と笑顔になっていきました。
　　　　　　　　　　　  　　　　　 （Ｋカウンセラー）

　生きづらい世の中になったものです。昨年の震災のこともあり、今年は年賀状にも、
「今年こそ幸多い一年になりますように」と書き、幸せを願いました。
　今の世の中、科学技術が進歩し、文明が発展し、ついていけないなと思うことがしばし

ばあるのは、私だけでしょうか。このような時代になり、よい国になったかと考えてみた時、かえって複雑になり、不
安を抱えて生きることを余儀なくされているように感じます。
　複雑な時代に生きる子ども達の心は、何によって動くのだろうと考えることがあります。私の子どもの頃と同じよう
に、憧れや尊敬なのでしょうか。もしそうだとしたら、憧れや尊敬の質そのものが変わってきているのでしょう。そん
な今、親や教師は大変難しい子育ての中で頑張っていると思います。子ども達が将来、『自分の力で飯が食える』よう
に育って欲しいし、そのために大人がよいモデルを示すことが必要なのでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （青少年相談センター　嘱託職員　　榎本　勉）

Ｅメール相談

日 日 草
にち にち そう


